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高強度短パルスレーザーを固体に照射した際に加速・放出される高速電子は高エネルギー・大

電流密度なパルス電子源として注目されており、高速点火方式のレーザー核融合や、超高速電子

線回折[1]、超高速電場測定[2]などへの応用が研究されている。レーザー加速高速電子は固体物質

中やプラズマ中を通過する際に偏向されるため、レーザー加速高速電子を効率よく輸送・利用す

ることは重要な課題となっている。超高速電子線回折や超高速電場測定などの、高速電子を短パ

ルスのプローブパルスとして用いる研究においては、高強度レーザー生成プラズマより真空中へ

と放出される電子数を増やすことが極めて重要である。しかしながら、高強度レーザーを固体物

質に照射すると、真空と物質の境界（密度分布が急峻な領域）に準静的な強電場が形成され、高

速電子の偏向や束縛が発生し[3]、真空中への放射電子数が抑制されてしまう。これまでの研究に

より、真空中へと放出される電子は加速されたレーザーにより加速された電子のうちおよそ１％

程度であることが報告されており[4]、高速電子を効率よく用いることができないという問題点が

あった。本講演では、真空中へと放出される高速電子の数を増やすことを目的とした研究結果を

報告する。高速電子を発生させるレーザー（CPA1, 図１）を固体薄膜へと照射する数百ピコ秒前

に、ターゲットの密度分布を制御するためのレーザー（CPA2, 図１）を照射することで、単一レ

ーザー照射の場合に比べて放射電子数を大幅に向上することに成功した（図２）。CPA2 により形

成されるプラズマを考慮した PIC シミュレーション、および解析的なモデル計算により本結果を

再現することに成功し、ターゲットプラズマの密度分布及び形状が、逃走電子の増加に影響を与

えていることが示唆された。 

 

Fig. 1. Schematic of experimental setup Fig. 2. Images of fast electrons emitted from laser plasma 
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